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12月会議　補正予算・条例改正など

　第
2
回
定
例
会
12

月
会

議
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5

号
）
は
、
歳
入
歳
出
予
算
に

9
1
8
5
万
9
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
1
4
6

億
3
0
6
4
万
1
千
円
と

す
る
も
の
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

Q
　
今
後
の
学
校
給
食
に
つ
い

て
、
小
・
中
学
校
と
も
給
食
セ

ン
タ
ー
方
式
に
方
針
転
換
を

行
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

A
　
1
点
目
は
高
齢
化
と
人
口

の
減
少
に
よ
る
町
税
の
減
収
な

ど
町
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の

大
き
な
変
化
。

　
2
点
目
は
長
期
的
な
視
点
を

も
っ
て
対
応
策
を
検
討
し
、
公
共

施
設
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
方

向
性
を
示
し
た
寒
川
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
が
平
成
29

年
3
月
に
策
定
さ
れ
た
こ
と
。

　
3
点
目
は
小
・
中
学
校
に
お

け
る
完
全
給
食
の
数
十
年
先
を

見
通
し
た
持
続
可
能
な
方
法
と

い
う
観
点
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
方

式
が
良
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

Q
　
旭
小
学
校
給
食
室
改
修
工

事
が
減
額
と
な
っ
た
が
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
工
事
を
今
回
計
上
し

た
の
は
な
ぜ
か
。

　
ま
た
、
他
の
学
校
の
給
食
室

の
改
修
等
は
行
わ
な
く
て
も
よ

い
の
か
。

A
　
旭
小
学
校
の
給
食
室
は
全

体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
特
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

老
朽
化
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
給
食
室
全
体
の
大
規
模
改

修
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
が
、
確
実
に
給
食
を
提
供
す

る
た
め
の
最
低
限
の
修
繕
費
用

と
し
て
計
上
し
ま
し
た
。

　
他
の
学
校
も
老
朽
化
は
進
ん

で
お
り
、
今
後
も
必
要
な
範
囲

で
修
繕
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
新
た
に
整
備
す
る
保
育
所

の
開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
規
模
は
。

A
　
一
之
宮
に
あ
る
一
之
宮
相

和
幼
稚
園
を
運
営
す
る
学
校
法

人
相
原
学
園
か
ら
の
申
請
に
伴

う
も
の
で
、
平
成
30
年
6
月
の

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
入

所
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

平
成
30
年
度
当
初
か
ら
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
て

周
知
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
規
模
は
19
人
の
定

員
で
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　第
2
回
定
例
会
12

月
会

議
で
は
、
5
件
の
議
案
が
各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

「
保
育
関
連
施
設
」
や
「
市
民

緑
地
」
が
、
い
わ
ゆ
る
「
わ
が

ま
ち
特
例
」
の
対
象
と
な
っ
た

こ
と
。
ま
た
、
被
災
住
宅
用
地

に
係
る
特
例
措
置
が
拡
充
さ
れ

た
こ
と
。
さ
ら
に
、
環
境
に
配

慮
し
た
軽
自
動
車
の
軽
自
動
車

税
を
軽
減
す
る
制
度
で
あ
る

「
グ
リ
ー
ン
化
特
例
」
の
期
限

が
延
長
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
よ
る

税
収
の
影
響
額
は
。
ま
た
、
国

等
か
ら
の
補
填
は
あ
る
の
か
。

A
　
平
成
29
年
度
は
1
5
0
万

円
ほ
ど
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
は
登
録
の

ペ
ー
ス
が
鈍
っ
て
お
り
、
新
車

が
昨
年
ほ
ど
伸
び
て
い
な
い
関

係
か
ら
、
平
成
30
年
度
は

1
2
0
万
円
ほ
ど
の
減
額
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
か
ら
の
補
填
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
条
例
制
定
当
時
に
比
べ
、
交

通
事
故
お
よ
び
交
通
事
故
被
害

者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
に
鑑
み
、

見
舞
金
支
給
と
な
る
「
災
害
」

か
ら
交
通
事
故
を
除
く
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
道
路
占
用
料
に
つ
い
て
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
、
近
隣
自

治
体
と
の
均
衡
等
を
考
慮
し
、

神
奈
川
県
の
基
準
に
準
拠
す
る

道
路
占
用
料
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

質

　
　疑

質

　
　疑

町
税
条
例
の
一
部
改
正

道

路

占

用

料

の

改

定

災
害
見
舞
金
支
給
の

　
対
象
か
ら

　
　
交
通
事
故
を
除
外

条
例
の
改
正
な
ど

補

正

予

算

給
食
調
理
場
の
セ
ン
タ
ー
化
に
伴
う

　 

旭
小
学
校
給
食
室
改
修
工
事
の
減
額

ほ  

て
ん

ほ
　
て
ん

1億　290万円

2,498万円

平成 29年度一般会計補正予算（第 5号）の主な内容

（表示単位未満は、四捨五入）

【主な財源（歳入）】

●国・県からの補助金など

●まちづくり寄附金

【主な事業（歳出）】

●ふるさと納税推進業務委託料

●保育所開設に向けた保育所等整備事業補助金

●旭小学校給食室エレベーター製造設置工事

●就学援助費　新入学児童生徒学用品費等の

　　　　支給時期の見直し、認定者の増加に伴うもの

●老朽化に伴う小学校および中学校

　　　　　　　　　　　児童・生徒用 机・椅子の購入

●旭小学校給食室改修工事に係る委託料

1,725万円

4,831万円

3,100万円

464万円

282万円

△　1億5,000万円
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条例改正など・陳情

開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
入

所
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
て

グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
よ
る

税
収
の
影
響
額
は
。
ま
た
、
国

治
体
と
の
均
衡
等
を
考
慮
し
、

神
奈
川
県
の
基
準
に
準
拠
す
る

道
路
占
用
料
に
改
正
す
る
も
の

Q
　
改
正
に
よ
る
影
響
額
は
。

A
　
歳
入
と
し
て
約
9
8
0
万

円
増
額
と
な
り
ま
す
。

　
道
路
占
用
料
と
同
様
に
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
や
近
隣
自
治

体
と
の
均
衡
等
を
考
慮
し
、
神

奈
川
県
の
基
準
に
準
拠
す
る
水

路
占
用
料
に
改
正
す
る
も
の
で

す
。

Q
　
改
正
に
よ
る
影
響
額
は
。

A
　
歳
入
と
し
て
約
90
万
円
減

額
と
な
り
ま
す
。

　
開
発
行
為
に
よ
る
帰
属
路
線

が
6
路
線
、
寄
付
に
よ
る
1
路

線
、
計
7
路
線
を
道
路
法
の
規

定
に
よ
り
認
定
す
る
も
の
で

す
。

質

　
　疑

質

　
　疑

町
道
路
線
の
認
定

水
路
に
関
す
る

占
用
料
の
改
定

平成 30 年度の「給与所得等に係る市町村民
税・道府県民税特別徴収税額決定・変更通知
書（特別徴収義務者用）」へのマイナンバー
記載の中止などを求める陳情

【 付  託  先 】総務常任委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制
労働の改善を求める陳情

【 付  託  先 】文教福祉常任委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

「介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の
実現」を求める陳情

【 付  託  先 】文教福祉常任委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

「年金制度の改善・充実を求める意見書」の
提出を求める陳情

【 付  託  先 】文教福祉常任委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

人間らしい生活の保障を求める国への意見書
提出を求める陳情

【 付  託  先 】文教福祉常任委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の
提出を求める陳情

【 付  託  先 】文教福祉常任委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を
求める陳情

【 付  託  先 】文教福祉常任委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

「最低賃金の引上げと中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情

【 付  託  先 】建設経済常任委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

田端西地区土地区画整理事業に関する陳情
【 付  託  先 】田端西地区まちづくり対策特別委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

田端西地区土地区画整理事業に関する陳情
【 付  託  先 】田端西地区まちづくり対策特別委員会
【審 査 結 果】不採択

不採択

12月会議では、陳情10件を各委員会で審査し、次のとおりの結果となりました。

情を審査しました陳

本会議・委員会　生中継

　寒川町議会では、開かれた議会を目指して、

本会議・委員会の模様をインターネット中継し

ています。町のホームページからアクセスして

ご覧ください。

　また、本会議を詳しく記録した会議録もホー

ムページで公開しておりますので、ぜひご活用

ください。

Check !

QRコードを読み込んでご利用ください。

寒川町議会ホームページ 寒川町議会インターネット中継

陳　　情　　名 委員会の付託先と審査結果 本会議採決
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12月第2回会議　決議

12月第2回会議では、決議１件を全会一致で可決しました。

議書を可決しました決

山蔦紀一議員は、去る12月6日に行われた、寒川町議会PR番組の収録時において、寒川町議会とし

て到底看過できない発言をした。その発言は、当該番組の作成に協力していただいた大学や学生及び

教員を侮辱する、極めて非礼なものである。翌日には、町長から議長に対し、厳正な対処を求める非

常に強い内容の抗議文が提出された。山蔦議員の発言は、撮影に協力いただいた大学との信頼関係

や、これから社会での活躍が期待される学生の気持ちを踏みにじるものであり、断じて許されるもの

ではない。

議会は言論の府であり、議員の発言は、他から制約を受けることなく自由になし得るという発言自

由の原則はあるものの、それは自由だから何を言っても良いということではない。我々、寒川町議会

議員は、議員として町民から負託を受けた立場と職責を十分に認識し、議会の品位を傷つけ、議会の

秩序を乱すような発言は厳に慎まなければならないのである。今回の発言は、寒川町議会の品位を著

しく傷つけるものであるとともに、議員としての自覚やモラルが著しく欠落しているものと言わざる

を得ない。

また、寒川町議会として今回の発言への対応を協議した、会派代表者会議の開催中、協議の内容を

知りながら帰宅し、その後も釈明する意思を見せていない。さらには、SNSに番組収録時の様子を投

稿し、今回の発言のほか、事実ではない内容や誤解を招く内容、寒川町議会そのものを侮辱する内容

を自ら投稿しており、今回の発言を反省する様子は全く伺えないばかりか、一般的な常識をも疑わざ

るを得ない。

よって、山蔦紀一議員に対し、今回の発言は、議員としての資質はもとより、社会人としての常識

が欠落したものであったことを自覚し、猛省することを強く求めるとともに、今後は、議員として、

その発言や行動に社会的責任の重さや社会的影響力の強さが伴うものであることを、十分に自覚する

よう求めるものである。

あわせて、寒川町議会は会派制をとっており、山蔦議員の今回の発言、また、これまで問題とされ

た言動や行動に対しては、本来、会派「相模の風」に所属する議員同士での対応が期待されるところ

であることから、会派「相模の風」に対しても今後の適切な対応を求めるものである。

以上、決議する。

平成29年12月19日

寒　川　町　議　会　

山蔦紀一議員に対し猛省を求める決議



Q
　
生
産
年
齢
人
口
を
増
や
せ
ば
税
収
が

ど
の
く
ら
い
増
え
る
の
か
。

A　
生
産
年
齢
人
口
の
個
人
町
民
税
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
人
口
で
13
億
９
５
０
０
万

円
の
と
こ
ろ
、
16

億
３
２
０
０
万
円
と
し
、

２
億
３
７
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

Q
　
も
し
、
職
員
全
て
が
寒
川
町
の
住
民

に
な
る
と
、
目
標
値
を
達
成
で
き
る
の
か
。

A
　
全
員
が
転
入
す
る
と
仮
定
し
た
場

合
、
寒
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
目
標
の
う
ち
、
転
入

者
数
に
つ
い
て
は
達
成
し
ま
す
。

審
議
会
は
役
に
立
っ
て
い
る
の
か

Q
　
審
議
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の

住
民
の
関
心
が
低
い
。
そ
の
原
因
と
対
策

は
。

A　
審
議
会
等
へ
の
関
心
に
つ
い
て
調
査

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
難
解
か
つ
遠
い
存
在

と
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
な
い
か
と
推
測

し
て
い
ま
す
。
先
進
的
な
自
治
体
の
取
り
組

み
等
を
参
考
に
、
で
き
る
だ
け
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
協
働
に
関
す
る
意
識

啓
発
に
努
め
ま
す
。

Q
　
学
校
給
食
や
町
営
プ
ー
ル
な
ど
、
方

針
変
更
が
続
い
て
い
る
。
外
部
の
知
恵
を
生

か
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
対
策

は
あ
る
の
か
。

A
　
審
議
会
等
の
仕
組
み
に
改
善
す
べ
き

点
は
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
よ
り
有
効
な

も
の
と
な
る
よ
う
必
要
に
応
じ
見
直
し
を

行
い
、
公
正
、
透
明
、
効
率
的
な
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
識
経
験
者
の
報
酬
や
旅
費
を

含
め
、
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す

　
　
　
　
　
　究
極
の
目
的
は

山蔦　紀一 議員

パブコメへの応答

審議会の傍聴
（議員含む）

１～２人/回

寒川町行政改革推進委員会
委員の公募委員の数

０人

１～２人/回

Q

　花
き
類
に
関
し
、
寒
川
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
ア
ピ
ー
ル
は
。

A　
町
内
で
生
産
さ
れ
る
ス
イ
ー
ト
ピ
ー

や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
シ
ク
ラ
メ
ン
や
シ
ン

ビ
ジ
ウ
ム
な
ど
鉢
物
が
町
特
産
品
認
定
制

度
に
お
い
て
特
産
品
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

各
生
産
者
が
出
荷
、
販
売
時
に
イ
ー
ス
サ
ム

カ
ワ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Q

　町
の
玄
関
口
で
も
あ
る
寒
川
駅
前
を

花
で
彩
ら
れ
た
駅
前
に
す
べ
き
で
は
。

A　
現
状
の
施
設
の
中
で
対
応
可
能
な
方

法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
花
を
植
え
て
か

ら
の
管
理
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
協
力
な
ど
、
管
理
を
含
め
た
仕

組
み
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

Q

　「
花
の
ま
ち
湘
南
さ
む
か
わ
」
と
し
て

全
国
の
先
進
地
に
学
び
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
力
強
く
展
開
す
べ
き
で
は
。

A　
役
場
前
の
県
道
沿
い
で
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
等
各
団
体
の
協
力
に
よ
り
花
壇

の
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
企
業

に
お
い
て
も
、
各
事
業
所
周
辺
の
植
栽
等
に

つ
い
て
は
、
独
自
の
手
入
れ
や
花
を
植
え
て

い
た
だ
く
な
ど
、
各
所
で
点
と
し
て
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
つ
な
い
で
線
と
し
て
、
面
と

し
て
こ
う
し
た
展
開
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

Q

　現
状
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
避
難
方

向
を
、
実
態
に
即
し
て
改
め
る
べ
き
で
は
。

A　
国
や
県
の
新
た
な
浸
水
想
定
を
も
と

に
策
定
を
予
定
し
て
い
る
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
、
住
民
避
難
の
リ
ス
ク
回
避
を

考
慮
し
た
形
で
避
難
方
向
を
示
す
な
ど
分

か
り
や
す
い
も
の
に
し
ま
す
。

洪
水
な
ど
災
害
時
の

　
　
　
　
　
危
機
管
理
体
制
は

﹁
花
の
ま
ち
湘
南
さ
む
か
わ
﹂

　
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を

小泉　秀輔 議員

▲県道に植栽された花き
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Q
　
茅
ヶ
崎
駅
か
ら
の
最
終
電
車
の
繰
り

下
げ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A　
町
か
ら
21

時
以
降
の
運
行
本
数
の
増

加
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
が
、Ｊ
Ｒ
東

日
本
横
浜
支
社
か
ら
は
、
今
後
の
お
客
様

の
ご
利
用
状
況
を
見
極
め
つ
つ
検
討
し
て

い
く
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き

利
用
促
進
策
に
取
り
組
み
、
粘
り
強
く
交

渉
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
寒
川
方
面
へ
の
直
通
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
東
海
道
線
の
最
終
便
に
合
わ
せ
運
行

で
き
な
い
の
か
。

A　
他
の
公
共
交
通
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者

と
の
調
整
や
利
用
者
が
ど
の
程
度
い
る
の

か
、
ま
た
運
行
費
、
町
の
負
担
な
ど
さ
ま
ざ

な
課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
と
今
後
の

設
置
予
定
は
。

A　
寒
川
小
学
校
、
寒
川
中
学
校
、
寒
川

駅
、
寒
川
駅
前
公
園
、
寒
川
総
合
図
書
館
、

さ
む
か
わ
中
央
公
園
お
よ
び
寒
川
総
合
体

育
館
に
合
計
で
48

台
設
置
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

町
内
の
小
・
中
学
校
全
校
に
設
置
し
て
い

き
ま
す
。

Q
　
宮
山
駅
と
倉
見
駅
で
は
自
転
車
へ
の

い
た
ず
ら
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
の
考
え
は
あ
る
か
。

A　
利
用
者
の
声
を
よ
く
聞
き
な
が
ら
、

小
・
中
学
校
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
が
完
了

し
た
後
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

町
民
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
街
へ

公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
り

　
　
　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

杉﨑　隆之 議員

▲寒川総合体育館に設置されている防犯カメラ

Q
　
高
齢
者
等
の
投
票
環
境
を
向
上
さ
せ

る
必
要
性
に
つ
い
て
、
町
の
認
識
は
。

A
　
町
の
高
齢
化
率
は
26

・
３
％
（
平
成

29

年
11

月
１
日
現
在
）
で
す
。
全
国
平
均
に

比
べ
る
と
若
干
低
い
も
の
の
、
昨
年
よ
り
上

昇
し
て
お
り
、
投
票
権
を
安
心
し
て
行
使

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
投
票
環
境
向
上

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Q
　
高
齢
者
等
の
投
票
環
境
の
向
上
に
向

け
た
町
の
取
り
組
み
は
。

A
　
出
入
口
に
ス
ロ
ー
プ
の
な
い
施
設
に

お
い
て
は
、
選
挙
時
に
は
専
用
の
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
指
定
さ
れ
た
高
齢
者
施
設
等
の

入
所
者
に
対
し
て
は
不
在
者
投
票
を
、
一
定

基
準
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
方
に
は
郵
便

投
票
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

Q
　
要
介
護
度
が
３
や
４
の
方
で
も
「
寝

た
き
り
」
の
状
態
に
あ
る
方
が
少
な
く
な

い
。
郵
便
投
票
の
対
象
を
要
介
護
５
か
ら

３
や
４
の
方
に
も
拡
大
す
べ
き
で
は
。

A
　
郵
便
投
票
の
対
象
者
は
、
法
令
に
よ

り
要
介
護
５
の
方
が
対
象
で
す
。
対
象
の

拡
大
に
つ
い
て
は
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

Q
　
第
３
投
票
区
（
大
曲
、
中
瀬
な
ど
）
や

第
11
投
票
区
（
倉
見
）
は
他
よ
り
有
権
者
が

か
な
り
多
い
の
で
、
分
割
し
て
投
票
所
を

増
や
す
べ
き
で
は
。

A
　
投
票
所
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
新
た

な
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
施
設
の
状
況

や
有
権
者
数
の
推
移
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

高
齢
者
等
の
投
票
環
境
の
向
上

　そ
の
認
識
と
取
り
組
み
を
問
う

中川登志男 議員

さむかわ議会だより　185号 6



地
域
活
性
化
つ
な
げ
る
観
光
振
興
を

Q
　
就
農
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
で

耕
作
放
棄
地
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
就
農
者

支
援
策
は
。

A
　
農
協
や
か
な
が
わ
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
、

神
奈
川
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
、
ま
た
、２
市
１
町
の
行
政
で
協
力
し
、
就

農
環
境
の
整
備
、
営
農
指
導
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　
多
角
的
な
農
業
で
付
加
価
値
が
高
い

農
産
物
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
農
業
所
得

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
地
産
地
消

の
取
組
み
は
。

A
　
わ
い
わ
い
市
や
直
売
所
等
に
お
い
て
、

安
全
・
安
心
、
新
鮮
な
農
産
物
の
提
供
に

努
め
て
い
ま
す
。
町
内
24
直
売
所
の
情
報
を

記
載
し
た
、
さ
む
か
わ
「
花
」
と
「
食
」
の
直

売
所
案
内
を
作
成
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
協
と
協
力
し
て
、
寒
川
産
の
農

産
物
を
使
っ
た
親
子
料
理
教
室
を
開
催
し
、

農
業
者
と
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
寒
川
神
社
参
拝
客
を
は
じ
め
年
間
２

０
０
万
人
以
上
の
来
町
者
は
、
魅
力
的
な

財
産
で
あ
る
。
観
光
都
市
寒
川
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

A
　
寒
川
神
社
に
参
拝
に
来
ら
れ
る
方
々

の
町
内
で
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、
少
し
で

も
消
費
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整

備
や
拠
点
づ
く
り
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
花
き
や

農
産
物
を
買
い
求
め
る
な
ど
、
町
内
を
訪

れ
る
理
由
と
な
る
魅
力
的
な
場
所
を
設
け

る
取
り
組
み
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
　

就
農
者
が
安
心
し
て
営
む

　
　
　
都
市
型
農
業
を
目
指
せ

天利　薫 議員

▲寒川産の農産物を使用した

親子料理教室の様子

Q
　
自
治
基
本
条
例
の
改
正
も
含
め
、
協

働
条
例
の
策
定
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

A
　
自
治
基
本
条
例
制
定
か
ら
10

年
以
上

が
経
過
し
、
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
協
働
に
関
す
る
条
例
を
制

定
す
る
際
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
と

協
議
し
て
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
協
働
を
担
う
団
体
を
育
成
す
る
考
え

は
。

A
　
協
働
を
担
う
団
体
の
育
成
は
現
時
点

で
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
県
の
委
託
を
受
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
育

成
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
育
成
を
し
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
方

法
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
茅
ヶ
崎
市
と
の
連
携
に
よ
り
、
中
間

支
援
組
織
等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
で
は
。

A
　
茅
ヶ
崎
市
の
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
経
験
も
実
績
も
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
連
携
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
進
め

て
い
る
段
階
で
す
。

Q
　
町
の
現
状
と
し
て
、
団
体
の
活
動
の

拠
点
が
な
い
こ
と
に
対
す
る
考
え
は
。

A
　
直
接
的
な
活
動
の
妨
げ
と
な
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
が
、
積
極
的
な
活
動
を
推
進

す
る
た
め
に
、
活
動
拠
点
が
あ
る
こ
と
は
、

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
既
存
の
施
設
等
を
有
効
活
用
し
、
活

動
の
拠
点
を
整
備
す
べ
き
で
は
。

A
　
現
時
点
で
は
、
公
共
施
設
再
編
計
画

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
を
支
援
す

る
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
も
機
能
を
充
実
さ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け
て

佐藤　正憲 議員

▲茅ヶ崎市民活動サポートセンター
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教
育
行
政
の
さ
ら
な
る
充
実
を

Q
　
今
年
度
は
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
の
中
間
目
標
年
度
だ
が
、
目
標
は
達
成

し
て
い
る
か
。

A
　
中
間
目
標
と
昨
年
度
実
績
と
の
比
較

で
は
、
家
庭
系
ご
み
は
減
量
化
を
達
成
し
て

い
る
も
の
の
、
事
業
系
ご
み
は
中
間
目
標
値

を
超
過
し
て
お
り
、
全
体
で
は
年
間
約
２
０

０
ト
ン
の
減
量
化
が
未
達
成
で
す
。

Q
　
焼
却
灰
の
最
終
的
な
処
理
に
つ
い
て

の
、
町
の
考
え
を
問
う
。

A
　
県
外
の
最
終
処
分
場
へ
の
埋
め
立
て

と
並
行
し
て
、
溶
融
に
よ
る
資
源
化
処
理
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
最
終
処
分
場
は

あ
と
数
年
で
満
杯
に
な
る
見
込
み
で
す
。
資

源
化
は
埋
め
立
て
よ
り
処
理
費
が
高
額
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
処
分
場
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
一
層
の
減
量
化
を
呼
び

か
け
て
行
き
ま
す
。

Q
　
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ
い

て
の
可
能
性
は
。

A
　
全
国
で
約
60
の
公
共
図
書
館
が
電
子

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
お
り
、
費
用

面
の
検
討
や
、
町
に
導
入
し
た
場
合
の
効

果
等
を
調
査
し
て
行
き
ま
す
。

Q
　
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

実
施
に
向
け
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
準

備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

A
　
町
内
小
・
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

教
室
で
は
、
１
人
１
台
使
用
可
能
で
す
が
、

機
器
が
古
い
た
め
新
し
い
機
器
の
設
置
な

ど
の
環
境
整
備
と
と
も
に
、
導
入
に
向
け
た

教
職
員
の
研
修
体
制
の
充
実
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

ご
み
処
理
の
現
状
を
ア
ピ
ー
ル
し

　
　
　
よ
り
一
層
の
ご
み
減
量
化
を

黒沢　善行 議員

▲町のごみ焼却灰の最終処分場

　（千葉産業クリーン株式会社）

Q
　
町
の
投
票
区
は
、
現
在
11
区
で
あ
る

が
、こ
れ
は
い
つ
か
ら
な
の
か
。

A
　
昭
和
50

年
１
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
８

区
か
ら
11

区
と
な
り
ま
し
た
。

Q
　
投
票
区
を
設
置
す
る
上
で
の
基
準

は
。

A
　
お
お
む
ね
区
域
内
の
選
挙
人
の
住
所

地
か
ら
投
票
所
ま
で
の
距
離
が
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
こ
と
と
、
選
挙
人
の

人
数
が
１
投
票
区
で
３
０
０
０
人
程
度
で

あ
る
こ
と
で
す
。

Q
　
現
在
の
11
カ
所
固
定
で
は
な
く
、
有

権
者
の
利
便
性
を
上
げ
る
た
め
に
投
票
区

を
増
や
す
考
え
は
。

A
　
昭
和
50

年
当
時
の
人
口
は
３
万
１
０

０
０
人
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
４
万

８
０
０
０
人
を
越
え
て
い
ま
す
。

　
投
票
区
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　
防
犯
灯
は
電
柱
等
を
利
用
し
て
設
置

さ
れ
る
が
、
電
柱
が
な
い
場
合
の
対
応
は
。

A
　
小
柱
を
設
置
し
て
防
犯
灯
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
費
用
が
高
額
と
な
る
た
め
、

原
則
と
し
て
電
柱
や
電
話
柱
へ
の
設
置
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Q
　
年
間
の
新
設
数
は
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
よ
る
電
気
料
金
削
減
効
果
は
。

A
　
設
置
要
望
は
増
え
て
き
て
お
り
、
昨

年
度
か
ら
新
設
箇
所
数
を
20

灯
か
ら
50

灯

に
増
設
し
ま
し
た
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
以
前
と
比

べ
、
決
算
額
で
は
約
７
０
０
万
円
、
率
と
し

て
約
58
％
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め

　
　
　
　
　
　防
犯
灯
の
設
置
を

利
便
性
を
高
め
て

　
　
　投
票
率
の
向
上
を
図
れ

青木　博 議員

▲小柱を設置した防犯灯

（寒川東中学校付近）
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Q
　
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
推
進

事
業
で
の
商
業
者
支
援
策
は
。

A
　
現
在
、
製
造
業
を
中
心
に
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
商
業
者
へ
の
支

援
も
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
町
内
製
造
業
の
雇
用
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
町
内
商
業
者
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
町
の
認
識
は
。

A
　
町
内
の
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
方
々

が
通
勤
途
中
や
職
場
周
辺
で
、
買
い
も
の

や
飲
食
等
で
消
費
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
商
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q
　
町
内
で
商
業
の
新
規
出
店
や
撤
退
・

廃
業
の
状
況
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

A
　
詳
細
な
実
態
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
町
内
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
店
等
は
把

握
し
て
い
ま
す
。

Q
　
後
継
者
が
い
な
い
商
業
者
の
事
業
承

継
支
援
に
後
継
者
を
公
募
す
る
こ
と
も
可

能
と
考
え
る
が
、
町
の
支
援
は
。

A
　
事
業
承
継
支
援
に
つ
い
て
は
、
対
象
企

業
へ
早
期
か
つ
計
画
的
な
準
備
を
促
す
こ

と
を
目
的
に
企
業
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
企
業
か
ら
公
募
等
を
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
要
望
は
伺
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Q
　
地
元
商
業
者
支
援
に
よ
る
地
域
循
環

型
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
意
気
込
み
は
。

A
　
企
業
訪
問
を
す
る
中
で
今
ま
で
見
え

な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
課
題
・

状
況
把
握
と
い
う
段
階
で
す
が
、
順
次
、
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

後
継
者
の
い
な
い

　
　
　地
元
商
業
者
の
支
援
を

山田　政博 議員

▲昨年度実施された事業承継セミナーの様子

Q
　
稼
働
率
が
低
い
公
共
施
設
は
。

A
　
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
中

で
稼
働
率
の
低
さ
を
課
題
と
捉
え
た
の

は
、
12

箇
所
あ
る
地
域
集
会
所
で
す
が
、
地

域
住
民
主
体
の
活
動
拠
点
で
も
あ
り
、
集

会
機
能
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

Q
　
町
全
体
の
配
置
状
況
を
見
渡
し
た
場

合
、
統
廃
合
で
き
る
建
物
は
。

A
　
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
で

は
、
地
域
集
会
所
は
原
則
小
学
校
施
設
へ

複
合
化
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的

役
割
を
担
う
施
設
を
目
指
し
、
公
民
館
は

中
学
校
施
設
へ
複
合
化
し
、
学
校
は
８
校

体
制
維
持
の
ま
ま
７
拠
点
化
、
小
中
一
貫
校

化
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Q
　
企
業
が
保
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

を
、
公
共
施
設
の
代
替
え
と
す
る
考
え
は
。

A
　
旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
湘
南
工
場
の

ご
協
力
に
よ
り
、
日
曜
日
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
１
面
、
町
民
に
開
放
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
産
工
機
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

町
野
球
協
会
が
主
催
す
る
大
会
会
場
と
し

て
利
用
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
、
今
後
も
町

民
へ
の
開
放
が
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

あ
り
ま
し
た
ら
開
放
に
向
け
た
調
整
を
行

い
ま
す
。

Q
　
町
の
総
合
計
画
を
実
行
し
て
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
を
図
る
た
め
、
必
要
と
思
わ
れ

る
施
設
を
将
来
世
代
に
残
す
た
め
に
す
る

べ
き
こ
と
は
。

A
　
公
共
施
設
の
再
編
計
画
は
中
長
期
的

な
財
政
予
測
を
考
慮
し
な
が
ら
、
将
来
の

施
設
の
在
り
方
を
決
め
て
い
く
も
の
で
す
。

議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
利
用

者
の
方
々
の
声
を
聞
き
な
が
ら
将
来
の
施

設
配
置
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
再
編
は

　
　利
用
者
の
立
場
で
計
画
を

斎藤　恒雄 議員

▲町民に開放している旭ファイバーグラス

湘南工場のテニスコート

さむかわ議会だより　185号9

一般質問 議員 10人が町政を問う



平成29年第２回定例会12月会議　審議結果

議案
番号 審議結果〈12月会議〉

会派名 大志会 さむかわ自民党・
維新クラブ

相模の風 日本共産党 公明党 町民
ファースト

中
川
登
志
男

小

泉 

秀

輔

吉

田 

悟

朗

佐

藤 

正

憲

佐

藤 

一

夫

横

手

 
 

晃

岸

本

 
 

優

杉

﨑 

隆

之

柳

下 

雅

子

山

蔦 

紀

一

青

木

 
 

博

山

田 

政

博

細

川 

京

三

黒

沢 
善

行

関

口 

光

男

太
田
真
奈
美

斎

藤 

恒

雄

天

利

 
 

薫

50 寒川町町税条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

51 寒川町災害見舞金支給条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

52 寒川町道路占用料条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

53 寒川町水路に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

54 町道路線の認定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

55 平成 29 年度寒川町一般会計補正予算（第 5 号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ - ○ ○

56
平成 29 年度寒川町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第 2 号）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

57
平成 29 年度寒川町後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第 2 号）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

58
平成 29 年度寒川町介護保険事業特別会計補正
予算（第 2 号）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

59
平成 29 年度寒川町下水道事業特別会計補正予
算（第 2 号）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

60 損害賠償の額を定めることについて 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

陳   情
第13号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交代制
労働の改善を求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第14号

「介護労働者の労働環境改善及び処遇改善の実
現」を求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第15号

「年金制度の改善・充実を求める意見書」の提
出を求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第16号

人間らしい生活の保障を求める国への意見書
提出を求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第17号

「最低賃金の引き上げと中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第18号

平成 30 年度の「給与所得等に係る市町村民税・
道府県民税特別徴収税額決定・変更通知書（特
別徴収義務者用）」へのマイナンバー記載の中
止などを求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第19号

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の
提出を求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第20号

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を
求める陳情

不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第21号 田端西地区土地区画整理事業に関する陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

陳   情
第22号 田端西地区土地区画整理事業に関する陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ◯ ◯ ◯ ● ● - ● ●

○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　  　（太⽥議⻑は、表決には加わりません。）

平成29年第２回定例会12月第2回会議　審議結果

議案
番号 審議結果〈12月第2回会議〉

会派名 大志会 さむかわ自民党・
維新クラブ

相模の風 日本共産党 公明党 町民
ファースト

中
川
登
志
男

小

泉 

秀

輔

吉

田 

悟

朗

佐

藤 

正

憲

佐

藤 

一

夫

横

手

 
 

晃

岸

本

 
 

優

杉

﨑 

隆

之

柳

下 

雅

子

山

蔦 

紀

一

青

木

 
 

博

山

田 

政

博

細

川 

京

三

黒

沢 

善

行

関

口 

光

男

太
田
真
奈
美

斎

藤 

恒

雄

天

利

 
 

薫

決 議
第 2 号 山蔦紀一議員に対し猛省を求める決議 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 欠 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○

○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席　 　（太⽥議⻑は、表決には加わりません。）

さむかわ議会だより　185号 10

議

決

結

果

議

決

結

果



【視察内容】  ■タブレット端末の導入の経緯     ■議会広報紙の作成について

        ■通年議会について          ■議会動画配信について

        ■eマーケティングリサーチ制度について

　寒川町議会では、通年議会の導入やタブレット端末を使用した会議運営のほか、J:COMとの連携

による番組放送など、これまでの議会改革の取り組みや町の施策について、他議会からの視察受け

入れを積極的に行っています。

　寒川町議会では、開かれた議会を目指して、町と包括連携協定を結んでいる文教大学と連携し、番組

を作成しました。「若者の政治に対する意識」「地方議会のあり方」などを、大学生と議員が意見交換

する60分となっています。ぜひこの機会に番組をご覧ください。

全国の自治体から行政視察を受け入れています

視察日 視察団体 視察日 視察団体

8月  2日 千葉県船橋市議会 11月21日 鳥取県中部町村議会議長会

8月  3日 岡山県真庭市議会 12月21日 鳥取県倉吉市議会

8月18日 京都府精華町議会 12月26日 湯河原町議会事務局

9月27日 群馬県大泉町議会 1月16日 福島県天栄村議会

11月  7日 香川県小豆島町議会 1月23日 大分県日田市議会

11月  8日 山形県白鷹町議会 1月24日 茨城県美浦村議会

11月14日 群馬県甘楽町議会 1月30日 青森県東北町議会

11月15日 栃木県さくら市議会

寒川町議会 with 文教大学
The Session

～　未 来 へ の 提 言　～

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

19：00 12：00

17：00

7：30 12：00

19：00

  8：00

23：00

18 19 20 21 22 23 24

11：00

23：00

■放送スケジュール（各放送時間 60 分）　　　J:COM チャンネル神奈川 ( 地上デジタル 11ch)

［ 2月 ］

●上記時間は、放送開始時間です
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　総務常任委員会・文教福祉常任委員会・建設経済常任委員会が行政視察を実施しました。

また、委員会での主な委員会活動を紹介します。

視察日程 委員会名 視察先 視察内容

10 月 16 〜 18 日 総務常任委員会
兵 庫 県 小 野 市 行政経営について

愛 知 県 半 田 市 「マイレポはんだ」について

10 月 30 日 〜

    11 月 1 日
文教福祉常任委員会

大 阪 府 池 田 市
コミュニティスクールの導入とプログラミング
学習について

福岡県大牟田市
認知症になっても安心して暮らせる市民協働に
よるネットワークづくりについて

10 月 25 〜 27 日 建設経済常任委員会
山 口 県 下 関 市 下関にぎわいプロジェクトについて

福 岡 県 行 橋 市 次世代自動車普及推進事業について

総務常任委員会

文教福祉常任委員会

民間の感覚と感性を行政へ

「現状打破と新たな創造」を掲げた行政運営

保護者や地域住民も学校運営に参画

大阪・池田市のコミュニティスクール

兵庫県小野市

大阪府池田市

　10月16日から18日にかけて、総務常任委員会の行政視察を実施しました。兵庫県小野市は民間出身の市⻑が強烈

なリーダーシップを発揮し、小野市を｢経営｣していました。平成11年の市⻑就任以来｢顧客満足度志向｣｢成果主義｣｢オ

ンリーワン｣｢先手管理｣を経営戦略の4つの柱とし、さまざまな改革を実践してきました。徹底した方針管理を行い、

その手法として取り入れた方針管理制度は職員の意識改革を促しました。小野市の行政経営手法は簡単にまねできる

ものではありませんが、｢役所は地域最大のサービス産業の拠点｣｢より高度でより高品質なサービスをいかに低コスト

で提供するか｣という考えは寒川町も同じであり、大いに参考にしたいと思います。

　文教福祉常任委員会は昨年10月30日、大阪府の北西部に位置する池⽥市を訪問し、同市の「コミュニティスクー

ル」の取り組みを視察しました。コミュニティスクールとは、「学校運営協議会」を設置した公立学校のことです。校

⻑などの教職員のほか、保護者や地域住民の代表、有識者などから構成され、学校運営の基本方針を承認するなどの役

割を担います。

　池⽥市では、市内に1カ所ある市立の小中一貫校を今年度コミュニティスクール化し、保護者や地域住民の学校運営

への参画を進めることにより、学校と保護者・地域住民との信頼関係を深めています。

　文部科学省も公立学校のコミュニティスクール化を推進しており、池⽥市の取り組みは、寒川町の町立学校運営の参

考となるものでした。
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～ 先進地の取り組みを町政に ～



建設経済常任委員会

民間活力を活用した駅周辺のにぎわいと

交流拠点の創出を目指す

山口県下関市

　10月10日に（一社）寒川町観光協会と意見交換を行い

ました。観光協会から各テーマの内容について説明を受け

たのち、町観光行政について活発な意見交換を行いました。

■意見交換会のテーマ

　寒川町観光協会の活動状況報告について

　平成29年事業計画について

　11月16日に平成27年度から工事を実施している聖天橋

の架け替え事業の現場の状況を確認するため、現地視察を

行いました。現場では担当者から現在の工事の進捗状況等

の説明を受けました。

　10月25日から27日にかけて、建設経済常任委員会では行政視察を実施いたしました。下関市では下関駅前を玄関

口にふさわしい町並みとし、にぎわいと交流拠点の創出を図るため「下関駅にぎわいプロジェクト」に取り組み、民

間活力も活用した駅前全体の面的整備を行っています。駅ビルや映画館、立体駐車場と共に、駅前広場の整備等を一

体で行うことにより、駅の東西の連絡性を確保し、国際ターミナルや市民会館と直結した町並みが形成されています。

この結果、駅前のにぎわいも復活し、確かな都市機能が整備された様子が伺えました。寒川町においても人々がにぎ

わう町並みの形成を目指す上で、民間活力も活かしたまちづくりは大いに参考となりました。

PickUp ～建設経済常任委員会 活動報告～

観光協会と意見交換会

建設中の聖天橋の工事状況を視察
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　　委員会活動 Repor t
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　夜明けとともに続々と初詣に向かう人たち。寒川神社へは例年、三が日だけで約40万人が初詣

に訪れます。この絵は平成２年(1990)の町制施行50周年にあたって⽥口雅巳さんが描き下ろした

「寒川三十六景」の中の一枚で、平成5年発行の「寒川ふるさとカレンダー」に収録されています。

カレンダーの中で⽥口さんは次のようなコメントを残しています。「年が明けて、夜も明ける。初

詣に行く人、帰る人、皆晴れやか。寒川の歴史を伝える寒川神社」

「黎
れい

明
めい

（寒川神社初詣）」

（田口雅巳 画）

表紙解説

平成30年第1回定例会1月会議を開催

議会を傍聴しませんか

　当日の受付でどなたでも傍聴ができます。

　町のホームページでも、会議の日程や議会の傍

聴案内、請願や陳情の手続き、議員名簿等が閲

覧できます。

　ご不明な点については、議会事務局へお問い合

わせください。

議会事務局 総務担当

TEL0467-74-1111（内）341・342

　1月会議を１月4日(木)に開催し、第1回定例会の会期

を決定しました。

第1回定例会の会期を1月4日から

12月28日までの359日間に決定

一般質問の記事をリニューアル

　読みやすい、親しみやすい紙面を目指して、一般質問の記事を次のとおり、リニューアルしました。

① ３段構成から２段構成にしました。

② 各議員のインターネット中継の模様をQRコードからご覧いただける

　 ようにしました。

③ 文字数を減らし、文字を大きくしました。

３ 月 会 議 日 程

AM9：00開会　（会議の日程等は変更になる場合があります）

※3/5（月）田端西地区まちづくり対策特別委員会はPM1：15開会

※3/22（木）本会議はAM10：00開会

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 3/1 2 325

19 20 21 22 23 242/18

5 6 7 8 9 104

12 13 14 15 16 1711

19 20 21 22 23 2418

本会議 総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

本会議
（議案上程等）

東海道新幹線新駅
対策特別委員会

田端西地区まちづくり
対策特別委員会

本会議（一般質問）

予算特別委員会

予算特別
委員会

本会議
（委員会報告等）


